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沿岸部では珍しい弥生時代の住居跡が出土 
～宮古市の「木戸井内Ⅵ遺跡」で現地公開～ 

▲埋蔵文化財センターの担当者が 
 遺跡の概要を説明 

 このたび発掘調査を進めていました宮古箱石道路（宮古西道路）建設予定地内にある
「木戸井内Ⅵ遺跡」において、平成２６年５月１７日（土）に公益財団法人 岩手県文化振
興事業団 埋蔵文化財センターによる現地公開が行われました。 
 「木戸井内Ⅵ遺跡」では弥生時代後期（約１８００年前）の竪穴住居跡２棟が見つかり、  

▲竪穴住居跡発掘作業の様子 
 当時の生活が思い浮かばれます 
  

▲出土した弥生土器片 
 竪穴住居の中から見つかりました 
  

岩手県沿岸部では、この時期の竪穴
住居の調査事例が少ないため、貴重
な成果となっています。 
 発掘調査終了後、三陸沿岸道路の
早期開通に向け、本格的に道路工事
に移行することから、遺跡を現地で
見られる最後の機会ということで地
元住民の方々など６４名が参加しま
した。 
  

き ど い な い 

▲「木戸井内Ⅵ遺跡」発掘現場 
小高い山の頂上に竪穴住居跡が見つかりました 
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